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すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして

言った。「先生、何をしたら、永遠の命を受け継ぐことができるで

しょうか。」 イエスが、「律法には何と書いてあるか。あなたはそ

れをどう読んでいるか」と言われると、彼は答えた。「『心を尽く

し、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神であ

る主を愛しなさい、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあり

ます。」イエスは言われた。「正しい答えだ。それを実行しなさい。

そうすれば命が得られる。」 

 

 

体感 

 

 この律法の専門家とイエスの対話を読む度に思うことですが、 

最初は専門家がイエスを試そうと問いかけます。しかしすぐにイエ

スが問い返し、立場は逆転します。そして最後はイエスが「正しい

答えだ。それを実行しなさい。そうすれば命が得られる。」と、結

局イエスが律法の専門家を試す結果に終わります。 

 

 もう一度言います。最初に試そうと質問したのは律法の専門家で

す。しかしイエスはそれには答えず、逆に「律法には何と書いてあ

るか。あなたはそれをどう読んでいるか」と問い返しました。これ

はとても大切なことで、私たちはイエスに答えを求めますが、実は

イエスが私たちに問いかけ、自ら気づくように促しているのです。 

 

 学ぶことも同じです。先生もすぐに教えず、皆さんもすぐに答え

を求めず、まず自分で格闘してみましょう。宿題や課題もただ写す

だけの作業でやったやらないで終わるのはやめましょう。教科書や

問題集の答えをすぐに見るのはやめましょう。それならお互いに教

え合う方がいいです。学びは運動と同じで自らの体感です。 



 

 せっかく英和にいるのに、自ら学びに取り組まないのはもったい

ない。評点を取り大学に合格するのは始まりに過ぎません。学びは

生涯続きます。教えられるだけは学びではありません。学びを自分

のものにしましょう。神様を愛する、互いに愛し合うのもイエスが

言った、聖書にあるではなく、自分で体感することが大切です。 

 

（しばらく黙祷しましょう） 

 

慈しみ深い主よ。後期十二月までの学びを守り導いてくださった

ことを感謝いたします。どうか心身共にゆっくりと休息の時を過ご

し、喜びと感謝をもって新しい年を迎え、心新たに自らの学びを始

めることができますように導いてください。主イエス・キリストの

御名によってお願いいたします。アーメン 


